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■リハビリテーションサービス提供体制について（指標を活用した分析） 

 

1 リハビリテーションサービスの施設・事業所数 

サービス提供事業所・施設数 

訪問リハビリテーション なし 

通所リハビリテーション 

・介護老人保健施設グリーンヒル美祢 

・デイケアサービスセンターさくら 

 

2事業所 

介護医療院 なし 

短期入所療養介護 

・介護老人保健施設グリーンヒル美祢 

1施設 

令和 6年度数値 

 

2 リハビリテーション専門職の数 

理学療法士・作業療法士・言語聴覚士の従事者数（認定者１万人あたり） 市 県 全国 

介護老人保健施設    理学療法士 5 13 15 

                作業療法士 5 10 9 

                言語聴覚士 0 1 2 

通所リハビリテーション  理学療法士 5 10 15 

               作業療法士 5 6 5 

               言語聴覚士 0 0 0 

出典：（地域包括ケア「見える化」システム）令和３年度数値 

 

3 プロセス指標から把握される地域の現状  

※プロセス（過程）指標…サービスの内容に関する指標 

・ 訪問リハビリテーションの利用率 
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・ 通所リハビリテーションの利用率 

 

・ 介護老人保健施設の利用率 

 
1. 現状分析 

訪問リハビリテーションサービス施設事業所数からみると、市内に事業所がないため、市外事業所

の利用が中心となっている。リハビリテーションサービス専門職の従事者数を県及び全国と比較する

方法として、認定者１万人あたりで換算してみると、いずれも少なく、リハビリテーション専門職数が充

足しているとはいえない。 

介護度別リハビリテーション利用率をみると、訪問リハビリテーションは、市内に事業所がないた

め、低い利用率となっている。通所リハビリテーションは、市内に１事業所と 1施設があり、利用状況

は県と同じ利用状況と言える。介護老人保健施設については、県や全国と比較しておおむね高い状

況である。 


